
 
栗原市長定例記者会見 

 

日 時  令和４年１１月２日（水） 

 午前１１時 

場 所  栗原市役所 庁議室 

 

 

１．令和４年度栗原市表彰式について 

（総務部 総務課） P.1 

 

 

２．第１７回日本ジオパークネットワーク全国研修会 in栗駒山麓について 

（商工観光部 ジオパーク推進室） P.2 

 

 

３．第１４回山﨑武司杯 少年野球選抜大会について 

（教育部 社会教育課） P.3 

 

 

４．第８回栗原ハーフマラソン大会について 

（教育部 社会教育課） P.4 

 

 

５．観光関連イベント情報について 

（商工観光部 田園観光課） P.5 

 

 

６．くりはら秋の大収穫祭２０２２について 

（農林振興部 農業政策課） P.6 

 

 

７．その他 



 

 

 

令和４年度栗原市表彰式について 

 

各分野において市政発展に寄与、または広く市民の模範と認められた方を表彰します。 

なお開催にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策に配慮して実施いたします。 

 

１ 開催日時  令和４年１１月２３日（水）勤労感謝の日 
         ・開場 午前９時３０分  ・開会 午前１０時 

 

２ 場   所  若柳総合文化センター（大ホール） 

 

３ 被表彰者等 

        表彰状贈呈者 ８５人 （表彰状及び記念品を贈呈） 
【表彰の内訳】 

地方自治功労  １人  教育文化功労 ９人  民生安定功労  ６人 
健康衛生功労  ２人  交通安全功労 ４人  消防防災功労 ５６人 
統計調査功労  １人  納税功労   ５人  寄付      １人 
  

４ 案  内  者  国会議員、県知事、県議会議員、市議会議長、市議会議員等 計１９６人 

 

５ 次    第 

＠  ⑴ 開式 
＠  ⑵ 国歌斉唱 
＠  ⑶ 市民歌斉唱 
＠  ⑷ 市民憲章唱和 
＠  ⑸ 式辞（市長） 
＠  ⑹ 表彰状の贈呈 
＠  ⑺ 祝辞（市議会議長 衆議院議員 県議会議員）・来賓紹介・祝電の披露 
＠  ⑻ 閉会 
   
 
６ タイムテーブル 

時刻 時間 内容 備考 

9：30  開場  

10：00 ６０分 

表彰式 

 開式 

  ・国歌・市民歌斉唱、市民憲章唱和 

  ・式辞 

  ・表彰状の贈呈 等 

 閉式 
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 記 者 会 見 資 料  
 令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ 日 
 栗 原 市 総 務 部 総 務 課 
 T E L 0 2 2 8 - 2 2 - 1 1 2 2    



 
 

 

 

 

問い合わせ先 
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商工観光部ジオパーク推進室 
TEL：0228-24-8836 FAX：0228-45-5936   E-mail：geopark@kuriharacity.jp 

 

http://www.kuriharacity.jp/ 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

商工観光部 ジオパーク推進室 
〒989-5372 

宮城県栗原市栗駒松倉東貴船５番地 

 

栗原市
 

２０２２年１１月２日（水） 

第１７回日本ジオパークネットワーク全国研修会 in 栗駒山麓について 

 

栗駒山麓ジオパークにおける地質遺産や、その他の遺産も含む「保全と活用」

の事例をもとに、国内でジオパーク活動に取り組む担当者や専門員、ガイドなど

が一堂に会する全国研修会を栗駒山麓ジオパークの各種フィールドを活用して

開催します。 

本研修会では、ジオパークにおける地質遺産の保全と活用を改めて見つめ直し、

その考え方、そして具体的な手法を共に学ぶことで、“守る”ことが地域の発展

につながる道筋を探ります 

                 記 

１ 日  時  ２０２２年１１月２１日（月）～２３日（水・祝） 

２ テ ー マ  保全と活用 

３ 研修会名  “守る”ことで地域を発展させる 

－ジオパークにおける地質遺産の保全と活用を考える－ 

４ 参加人数  ７０名（参加地域数 ４３地域） 

        うち、ビギナーコース ４６名 

        うち、経験者クラス  ２４名 

５ 主な内容  ２クラスに分かれてのワークショップ及びフィールドワーク 

ワークショップ  会場 栗駒山麓ジオパークビジターセンター 

フィールドワーク 主なジオサイト等（荒砥沢地すべり内部、伊豆沼・内沼等） 

６ 主  催  栗駒山麓ジオパーク推進協議会 

        日本ジオパークネットワーク 

mailto:geopark@kuriharacity.jp
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■第 17 回日本ジオパークネットワーク全国研修会 in 栗駒山麓■ 

“守る”ことで地域を発展させる 

－ジオパークにおける地質遺産の保全と活用を考える－ 

【 開 催 要 項 】 

 

 

 

日本でジオパーク活動が始められてから 10 年余り。地域振興の道しるべとして、その活動

は日進月歩を遂げてきました。 

その一方で、ジオパークの根幹ともいえる地質遺産の保全については、各地域で未だに試行

錯誤が続いているのではないでしょうか？ 

本研修会では、ジオパークにおける地質遺産の保全と活用を改めて見つめ直し、その考え方、

そして具体的な手法を共に学ぶことで、“守る”ことが地域の発展につながる道筋を探ります。 

 

 

栗駒山麓ジオパーク推進協議会 

認定特定非営利活動法人 日本ジオパークネットワーク 

 

 

 宮城北部森林管理署 

宮城県 

 

 

栗原市 

 公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

 一般社団法人 栗原市観光物産協会 

 一般社団法人 くりはらツーリズムネットワーク 

 栗原市農泊推進協議会 

 栗駒山麓ジオパークガイドの会 

株式会社 ジオ・ラボ 

 

 

令和 4 年 11 月 21 日（月）   午前 10 時 00 分から 

令和 4 年 11 月 23 日（水・祝） 午後 3 時 45 分まで 

 

 １ 趣  旨 

 ２ 主  催 

 ３ 後  援 

 ５ 開催日時 

 ４ 協  力 

◆ 開催のご案内 ◆ 
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【集合場所】※交通手段により受付・集合場所が異なりますのでご注意願います。 

■新幹線でお越しの場合 ＪＲくりこま高原駅内 オアシスセンター（観光案内所） 

（〒989-5612 宮城県栗原市志波姫新熊谷 284-3） 

             受付：午前 9 時～ 9 時 20 分 ※マイクロバスで移動します。 

 ■自動車でお越しの場合 栗駒山麓ジオパークビジターセンター（主会場） 

             受付：午前 9 時～ 9 時 45 分 

 

 

【主 会 場】 

■栗駒山麓ジオパークビジターセンター    （〒989-5372 宮城県栗原市栗駒松倉東貴船 5） 

【その他会場】 

 ■宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター（〒989-5504 宮城県栗原市若柳字上畑岡敷味 17-2） 

 

 

【ＪＧＮ正会員・準会員地域より 60 名】 

※各地域から 1～2 名程度の参加を想定しています。 

■保護・保全に係るジオパーク関係者 

■ジオパークに新規に配属された職員や専門員等 

※2 泊 3 日の全行程の参加が必須となります。 

  ※1 地域から 2 名を超える参加を希望される場合、問い合わせ先まで事前連絡願います。 

 

 

ジオパーク関連業務に従事した経験の長さによって、研修内容の理解度が異なると考えられ

るため、参加者の皆さまには、2 コースに分かれていただきます。コース分けは、ジオパーク

経験年数に応じて主催者で決めさせていただきますので、予めご了承ください。 

（巡検で訪れる場所は、2 コースともほぼ同じです。） 

 

【１ ジオパークビギナーコース】 

■対 象：ジオパーク経験年数の短い方（赴任して間もない方で、概ね 3 年未満） 

■ゴール：“守る”ことの必要性を知る 

■内 容： 

ジオパークビギナーコースでは、保全に関する蓄積も豊富な生態分野の事例を題材に、なぜ

“守る”必要があるのか、“守る”ことで地域にどのようないいことがあるのかを学びます。 

題材とする「伊豆沼・内沼」は、冬季にはマガンをはじめとする水鳥が飛来する、ラムサー

ル条約登録湿地です。はじめにこのサイトを巡検した上で、保全すべき対象とその価値、保全

 ６ 受付・集合場所 

 ７ 会  場 

 ８ 参加対象・定員 

 ９ 研修内容 
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する上での脅威、保全する意義について、グループディスカッションを通じて理解を深めます。 

また合間には、地質遺産の事例として、平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震に伴って発

生した、日本最大級の地すべりである「荒砥沢地すべり地」を見学します。道中では、文化遺

産の事例として、栗駒山麓の農村によく見られる、長屋門の１つに立ち寄ります。 

最後に、研修で学んだことを活かして、グループごとに保全の必要性を訴えるプレゼンテー

ションをおこないます。 

■期待される成果： 

研修参加者が、なぜ保全が必要なのか、同僚や地域住民に対して自分の言葉で語れるように

なること。 

 

【２ ジオパーク経験者コース】 

■対 象：ジオパーク経験年数の長い方（概ね 3 年以上） 

■ゴール：“守る”ための方法を知る 

■内 容： 

ジオパーク経験者コースでは、経年変化の激しい地質遺産の事例を題材に、“守る”ためには

どのような方法があるのか、そのためには誰の協力が必要なのかを学びます。 

題材とするのは、平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震に伴って発生した斜面災害の跡地

で、中でも荒砥沢地すべり地は日本最大級の地すべり地です。はじめにこのサイトを巡検した

上で、保全すべき対象とその価値や脅威、保全する手法と担い手について、グループディスカッ

ションを通じて理解を深めます。 

また合間には、生態遺産の事例として、冬季にはマガンをはじめとする水鳥が飛来する、ラ

ムサール条約登録湿地の「伊豆沼・内沼」を見学します。道中では、文化遺産の事例として、

栗駒山麓の農村によく見られる、長屋門の１つに立ち寄ります。 

最後に、研修で学んだことを活かして、グループごとに最適な保全計画案を提案するプレゼ

ンテーションをおこないます。 

この研修を通じて、参加者のみなさまには、保全の具体的な手法を身に着けていただきます。 

■期待される成果： 

研修参加者が、必要なステークホルダーの協力を得ながら、サイトの保全計画を立てられる

ようになること。 

 

  

「日本の地質百選」に選定された荒砥沢地すべり ラムサール条約登録湿地の伊豆沼・内沼 
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【研修スケジュール】 

 

※天候等の都合により、予定は変更となる場合があります。 
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■１ 日 目  ハイルザーム栗駒（〒989-5371 宮城県栗原市栗駒沼倉耕英東 50-1） 

       ※メゾネット和洋室（1 室 3～4 名での宿泊となります。） 

■２ 日 目  栗原市内ビジネスホテル（すべてシングルルームとなります。） 

（栗原市内分散型 主催者で宿泊先を調整し、事前にお知らせします。） 

①  ホテルグランドプラザ浦島（〒987-2203 宮城県栗原市築館下宮野町下 18） 

②  ビジネスホテル志ばたや （〒987-2216 宮城県栗原市築館伊豆二丁目 5-39） 

③  ビジネスホテル築館   （〒987-2252 宮城県栗原市築館薬師四丁目 11-21） 

④  シテイホテルくりはら  （〒987-2205 宮城県栗原市築館宮野中央一丁目 3-4） 

⑤  アネックスホテルアベ  （〒989-5502 宮城県栗原市若柳字川南堤通 24-3） 

   

 

■ 全 体 参 加 費  ３８，０００円（研修会参加費および初日交流会費） 

【内 訳】 

１ 研 修 会 参 加 費  ３５，０００円（期間中の宿泊代、朝・昼食代、資料代等含む。） 

２ 初日 交流会費   ３，０００円（会場 ハイルザーム栗駒（初日宿泊先）） 

           ※山間部にある温泉宿泊施設での開催です。施設周辺に夜間の飲食 

            店がないため、参加必須となります。 

※２日目の夜も交流会（会費 5,000 円程度）を設定する見込みですが、参加は任意とし追っ 

てご案内します。 

 

 

申込み・お問合せについては、下記よりお願いします。なるべく多くの地域からの参加を期

待しており、1 地域から 2 名を超える参加を希望される場合は、事前に研修会事務局までご連

絡、お問い合わせ願います。申込期限前に定員 60 名に達した場合は、一旦募集を締め切り、

キャンセル待ちとさせていただきます。 

【申込み方法】 

下記、お申込みフォームで必要事項入力のうえ、申込みください。 

 https.//www.kurihara-kb.net/publics/index/191/ 

【お支払いについて】 

参加人数確定後、お支払いの案内を通知します。 

■支 払 先 

  振込先金融機関 

   

 

 

 ※振込手数料は申込者負担とさせていただきます。 

 ９ 宿 泊 

 10 参加費 

 11 申込み 
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【領収書について】 

 宛名について、協議会名や個人名等の指定があれば、「お申込みフォーム」の「その他・要望

等欄」に希望する宛名等をご指示願います。研修会費と交流会費をそれぞれ分けて発行します。 

 

【参加にあたってのお願い・注意点】※申込みされる方は必ずご一読願います。 

■当日の天候や交通状況により行程が一部変更になる場合があります。 

その際の参加費等の返金はありませんのでご了承ください。 

 ■マイクロバス運行中は必ずシートベルトを着用し、車内での喫煙、飲食はご遠慮願います。 

 ■食物アレルギーをお持ちの方は、申込みの際、その旨記載願います。 

 

【申込み・振込期限】 

■申込締切：令和 4 年 9 月 30 日（金）午後 5 時まで 

■振込締切：令和 4 年 10 月 7 日（金）午後 5 時まで 

 期日までに振込が確認できない場合、キャンセルとさせていただく場合があります。 

 

 

■自動車で栗駒山麓ジオパークビジターセンターへ 

東北道 築館インターチェンジから約 40 分・約 21km 

東北道 若柳金成インターチェンジから約 30 分・約 16km 

■新幹線でＪＲくりこま高原駅へ 

東京駅からくりこま高原駅 約 2 時間 4 分 

仙台駅からくりこま高原駅 約 23 分 

盛岡駅からくりこま高原駅まで 約 50 分 

■飛行機でＪＲくりこま高原駅へ 

仙台空港から仙台空港アクセス鉄道経由・仙台駅からくりこま高原駅 

 

 

研修地である栗駒山麓ジオパークは全体的に内陸型の気候にあり、平野部と山間部におい

ては平均で 2℃程度の温度差があります。本研修会では平野部と山間部のジオサイトでの巡

検等を見込んでおり、特に山間部においては 11 月中旬以降、降雪の恐れもあることから、

適した服装と歩きやすい靴でのご参加をお願いします。 

 

 

■現地での移動方法は、集合場所のＪＲくりこま高原駅ロータリーより、マイクロバス移動 

となります。 

■自動車でお越しの方は、集合場所の栗駒山麓ジオパークビジターセンターに駐車後、マイ     

クロバス移動となります。 

 12 会場までのアクセス 

 13 気候について 

 14 研修地での移動方法 
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本研修会にお申込み後、何らかの理由で参加を取り消す場合、以下のキャンセル料が発生し

ますので、ご理解願います。 

起算日数 
キャンセル料 

（研修会参加費の％） 

研修会開催日 

起算日 キャンセル料金 

開催日の 7 日前  ２０％ 11 月 14 日   7,600 円 

開催日の 3 日前  ５０％ 11 月 18 日  19,000 円 

開催日前日  ８０％ 11 月 20 日  30,400 円 

開催日当日 １００％ 11 月 21 日  38,000 円 

【例】 

～11/13 11/14～11/18 11/18（3 日前） 11/20（前日） 11/21（当日） 

０％ ２０％ ５０％ ８０％ １００％ 

なし 7,600 円 19,000 円 30,400 円 38,000 円 

※１ 研修会開催日を含めて日数をカウントします。 

２ 土・日・休日も日数としてカウントします。 

【例外】下記の理由の場合には、キャンセル料は発生いたしません。 

主催者の都合により研修会を中止とした場合 

（新型コロナウイルス感染症に係る行動制限等が発出される等） 

 

 

本研修会は、新型コロナウイルスをはじめとする感染症の予防および拡散防止のため、開催

に際して、当日は下記の対応を行うことをお知らせいたします。 

■研修会スタッフ 

・スタッフは日常における体調管理に努め、うがい、手洗い等の感染予防を励行します。 

 

■研修会参加者 

・研修当日の体調をご確認の上、お越しいただきますようお願いします。 

・研修会受付で参加者の検温実施（非接触型体温計使用） 

・アルコール消毒、除菌の徹底（手指の消毒にご協力いただきます） 

・咳、呼吸困難、倦怠感、咽頭痛、味覚・嗅覚障害、下痢、嘔気・嘔吐などの、新型コロナ  

ウイルス感染症を疑われる症状のある方は、参加をお控え願います。 

・研修会参加時には、うがい、手洗い、マスク着用など、ご自身での感染予防にも努めてい  

ただくようお願いします。 

 ・2 回のワクチン接種者およびワクチン未接種の方は、ＰＣＲ検査や抗体定量検査により、 

  研修会当日の 3 日前以降の検査結果が陰性であることの証明を、事前に画面提示等ご提示 

  願います。 

・参加者並びにスタッフ等の健康と安全確保のための対策となりますので、ご理解願います。 

 

 16 新型コロナウイルス感染症対策 

 15 キャンセルに係る取り扱い 



  

第 17 回日本ジオパークネットワーク全国研修会 IN 栗駒山麓 8 

 

 

 本研修会開催直前に、新型コロナウイルス感染症の状況が悪化し、緊急事態宣言等の行動制

限が発出される場合は研修会開催方法を大幅に見直しさせていただく場合もあります。 

その際の研修会参加費は開催方法に応じ見直しさせていただきますので、ご理解願います。 

 

 

本研修会は旅行傷害保険をかけて開催します。巡検中の不慮の事故については保険額以内の

処置は行いますが、それ以上の責任は負いかねますので、ご了承の上、お申込み下さい。 

 

 

申込み時に提出いただく個人情報は、申込者との連絡や宿泊施設、保険等の手配のために利

用させていただくほか、必要な範囲内において当該機関等に提供します。申込み前に「お申込

みフォーム」内の個人情報提供同意書の内容をご確認ください 

 

 

本研修会の前泊および後泊向けの半日程度のジオツアーを実施しています。 

■前泊向け 11 月 20 日（日）午後 1 時～4 時 内容 栗駒山麓崩落地を探る等 

      宿泊 ハイルザーム栗駒 

■後泊向け 11 月 24 日（木）午前 6 時～9 時 内容 マガンの一斉飛び立ち観察等 

      宿泊 栗原市内ビジネスホテル 

遠方から栗駒山麓ジオパークに来られる方に特にお勧めのプランです。近隣の方も大歓迎で

す。詳しくは、プレジオツアー、ポストジオツアーの案内をご覧ください。 

 

 

■本研修会全般や 2 名を超える申込み、新型コロナ、ワクチン接種などについて 

栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局 

（〒989-5372 宮城県栗原市栗駒松倉東貴船 5 栗駒山麓ジオパークビジターセンター） 

ＴＥＬ：0228-24-8836  ＦＡＸ：0228-45-5936 

メール：info@kurikoma-geo.jp 

  火曜日を除く、午前 9 時から午後 5 時まで 

 

 ■申込み方法や支払い方法、領収書などの取り扱いなどについて 

  一般社団法人 栗原市観光物産協会 

（〒989-5612 宮城県栗原市志波姫新熊谷 284-3 ＪＲくりこま高原駅内） 

ＴＥＬ：0228-25-4166  ＦＡＸ：0228-25-4182 

  メール：kurihara-kb@grace.ocn.ne.jp 

  午前 9 時から午後 5 時まで 

 19 個人情報の取り扱い 

 17 行動制限等に伴う研修会開催方法の見直し 

 21 問い合わせ先 

 18 旅行傷害保険 

 20 プレジオツアー・ポストジオツアー 



3 
 

 

 

 

第１４回 山﨑武司杯 少年野球選抜大会について 

 

１ 大会名称  第１４回 山﨑武司杯 少年野球選抜大会 

 

２ 大会趣旨  野球の試合を通じ、たくさんの友情を育み、仲間達と夢に向かって 

努力する健全な精神を育成することを目的とする。 

 

３ 主 催  栗原市、栗原市教育委員会、山﨑武司クラブ 

 

４ 後 援  株式会社 大崎タイムス社、美津濃株式会社、 

株式会社ジェイ・エヌスポーツ 

 

５ 日 時  令和４年１１月３日（木）祝日（予備日なし） 

          試合開始  ８：００ ～ 

          表 彰 式 １５：３０ ～ 

          ※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、開・閉会式は 

開催しない。 

 

６ 会 場  山﨑武司球場（栗駒野球場）・サブグラウンド 

サン・スポーツランド栗駒 

 

７ 参加チーム  宮城県内の小学６年生による選抜９チーム 

          気仙沼本吉選抜  大崎選抜  石巻西選抜   富谷選抜 

          仙台泉中央選抜  利府選抜  名取岩沼選抜  角田丸森 

          栗原選抜 

 

８ 大会役員  大会名誉会長            山 﨑 武 司 

         大 会 会 長 栗  原  市  長  佐 藤   智 

                山﨑武司クラブ代表  菅 原 裕 典 

         大会副会長 栗原市教育委員会教育長   佐 藤 新 一 ほか 

 

 

９ そ の 他  新型コロナウイルス感染防止対策を講じて実施する。 

記 者 発 表 資 料 

令和４年１１月２日 

栗原市教育部社会教育課 

℡ 0228-42-3514 
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第８回栗原ハーフマラソン大会について 

 

１ 大会名称  第８回栗原ハーフマラソン大会 「晩秋の伊豆沼で疾風
か ぜ

になれ！」 

 

２ 主  催  栗原市、栗原市教育委員会、栗原市陸上競技協会 

 

３ 期  日  令和４年１１月１３日（日） 

 

４ 会  場  栗原市ハーフマラソンコース（若柳中学校前発着） 

        日本陸上競技連盟公認長距離競走路 ハーフ、１０km 

 

５ 参加申込  ハーフ（８部門） 定員１，０００人 ⇒ 申込  ８６１人 

        １０㎞（４部門） 定員  ２００人 ⇒ 申込  ２９４人 

                            合計１，１５５人 

 

６ 当日スケジュール 

         ８：３０ 開会 

         ８：５０ ハーフスタート 

         ９：１０ １０kmスタート 

        １２：００ 表彰 

 

７ 表  彰  各部門６位まで表彰 

副賞は１位にトロフィーとメダル、２～３位までメダル 

 

８ 招待選手  高橋 千恵美さん 

         ミズノランニングアンバサダー 栗原市若柳地区出身 

         ２０００年シドニーオリンピック１００００ｍ出場 

         日本で初のオリンピアン管理栄養士 

 

９ そ の 他  新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて実施する。 

記 者 発 表 資 料 

令和４年１１月２日 

栗原市教育部社会教育課 

℡ 0228-42-3514 



月　　日 イベント名 開催場所・会場名（住所） 内容・時間・アクセス・駐車台数等 問い合わせ先 電話 備　　考

11月3日（木）
文化の日

2022つきだて薬師まつり 栗原市築館（築館総合支所
前、築館商店街通り、杉薬
師瑠璃殿）

【概要】　平安時代を再現する豪華絢爛なお祭り。このお祭りは、奥州平泉
　　　　藤原秀衡の妻「北の方」（幼名しづはた姫）が難病を患った際、薬
　　　　師如来に祈って平癒したことに感謝し、一族を従えて平泉から御礼
　　　　まいり訪れた行列を再現したものです。
　　　　　今回は、ツール・ﾄﾞ・いちはさま2022とのコラボイベントも開催
　　　　される予定です
【時間】　9:00～オープニングイベント（築館総合支所）
　　　　　12:00～「藤原一族薬師詣り」パレード出発（築館総合支所前）
　　　　　12:30頃　歓待の儀（長谷川新聞店前）
　　　　　13:30頃　御礼の儀（薬師山・薬師瑠璃殿前）

つきだて薬師まつり実行
委員会
事務局：栗原市築館総合
支所市民サービス課内

0228-22-1114

11月6日(日) 築館朝市 栗原市役所前（栗原市築館
薬師1-7-1）

【概要】　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売し
　　　　ます。
【時間】　4月～10月、午前6時から午前8時30分まで、
　　　　　11月～12月、午前6時30分から午前8時まで
【開催日】　4月から12月の毎月第1、第3日曜日に開催
【その他】　12月30日「暮れ市」を開催予定。

築館朝市運営委員会 0228-22-1008

11月20日(日) 築館朝市 栗原市役所前（栗原市築館
薬師1-7-1）

【概要】　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売し
　　　　ます。
【時間】　4月～10月、午前6時から午前8時30分まで、
　　　　　11月～12月、午前6時30分から午前8時まで
【開催日】　4月から12月の毎月第1、第3日曜日に開催
【その他】　12月30日「暮れ市」を開催予定。

築館朝市運営委員会 0228-22-1008

12月4日(日) 築館朝市 栗原市役所前（栗原市築館
薬師1-7-1）

【概要】　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売し
　　　　ます。
【時間】　4月～10月、午前6時から午前8時30分まで、
　　　　　11月～12月、午前6時30分から午前8時まで
【開催日】　4月から12月の毎月第1、第3日曜日に開催
【その他】　12月30日「暮れ市」を開催予定。

築館朝市運営委員会 0228-22-1008

12月8日(木) 築館朝市 栗原市役所前（栗原市築館
薬師1-7-1）

【概要】　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売し
　　　　ます。
【時間】　4月～10月、午前6時から午前8時30分まで、
　　　　　11月～12月、午前6時30分から午前8時まで
【開催日】　4月から12月の毎月第1、第3日曜日に開催
【その他】　12月30日「暮れ市」を開催予定。

築館朝市運営委員会 0228-22-1008

12月30日(金) 築館朝市（暮れ市） 栗原市役所前（栗原市築館
薬師1-7-1）

【概要】　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売し
　　　　ます。
【時間】　4月～10月、午前6時から午前8時30分まで、
　　　　　11月～12月、午前6時30分から午前8時まで
【開催日】　4月から12月の毎月第1、第3日曜日に開催
【その他】　12月30日は「暮れ市」として開催。

築館朝市運営委員会 0228-22-1008

観光関連イベント情報について【令和４年１１月・１２月】

5

商工観光部（田園観光課）
定例記者会見［令和４年１１月２日］
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栗原市内及び仙台圏の飲食店において、秋に旬を迎えた栗原産食材を使用した料理を提供する飲

食フェア「くりはら秋の大収穫祭２０２２」を開催中です。 

（１）目  的 飲食店の協力により、栗原産食材を使用した各店オリジナル料理を提供し、栗原

産食材のさらなる消費拡大やファン獲得を図るとともに、市内農産物生産者の新

規販路の開拓を図ります。 

（２）期  間 令和４年１０月２９日（土曜日）～１２月１８日（日曜日） 

（３）参 加 店 ４９店（栗原市内７店、仙台圏４２店）※１０月２７日時点 

（４）参加生産者 １６者 

※参加店・参加生産者の一覧は、右記ＱＲコードから確認できます。 

（５）内  容 ①栗原産食材を使用した飲食メニューの提供 

        ②市内農家が参加飲食店を訪問し、お客様と交流する「農家ライブ」の実施 

（６）主  催 栗原市 

（７）協  力 一般社団法人東北食の力プロジェクト、くりはらファーマーズプロジェクト 

（８）後  援 栗原市農業振興協議会、栗原市農泊推進協議会 

【農林振興部農業政策課】 

TEL：０２２８－２２－１１３５ 

【くりはら秋の大収穫祭２０２２イベント事務局 】 

運営委託：（同）くりはらファーマーズラボ TEL：０７０－８４９９－８３１８ 

くりはら秋の大収穫祭２０２２ 概要 

問い合わせ先 

記 者 発 表 資 料 
令和４年１１月２日 

栗原市農林振興部農業政策課  
℡ 0228-22-1135 
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